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１．2026年２月期第３四半期の連結業績（2025年３月１日～2025年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期第３四半期 9,573 △15.1 284 △4.1 234 △22.6 △93 －

2025年２月期第３四半期 11,281 △6.0 296 △62.4 302 △61.5 162 △66.3
(注) 包括利益 2026年２月期第３四半期 △76百万円( －％) 2025年２月期第３四半期 178百万円( △62.6％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期第３四半期 △71.81 －

2025年２月期第３四半期 125.55 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年２月期第３四半期 14,071 4,004 28.5

2025年２月期 16,148 4,197 26.0
(参考) 自己資本 2026年２月期第３四半期 4,004百万円 2025年２月期 4,197百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年２月期 － 35.00 － 50.00 85.00

2026年２月期 － 40.00 －

2026年２月期(予想) 45.00 85.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年２月期の連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,600 △19.5 150 △75.3 70 △88.3 △210 － △162.11
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年２月期３Ｑ 1,440,840株 2025年２月期 1,440,840株

② 期末自己株式数 2026年２月期３Ｑ 145,423株 2025年２月期 145,423株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年２月期３Ｑ 1,295,417株 2025年２月期３Ｑ 1,295,552株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）2ペー
ジ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、通商政策を巡る不確実性や海外経済の減速などを背景に、期初想

定を若干下回って推移いたしました。個人消費は底堅い一方、設備投資は減速する見通しであり、先行きも不確実性の

高い状況が続くものと想定しております。もっとも、現時点では景気後退が急速に深刻化するリスクは限定的であると

見込んでおります。

建設市場につきましては、統計情報を参考にしますと、建設市場の仕事量を示す指標の一つである着工床面積は、減

少基調が継続している一方で、国土交通省「建設工事受注動態統計調査」における手持ち工事高は、高水準にありま

す。また、施工高に対する手持ち工事高の比率は上昇傾向にあり、受注の積み上がりに対して施工量が追いつきにくい

状況、すなわち供給制約の強まりを示唆している状況であります。

このような経営環境の認識を踏まえ、当社グループでは需要の低迷および受注競争の激化への対応を重要な経営課題

と位置付けております。中期経営計画におけるReform戦略に基づき、売上高と採算性のバランスを重視した営業活動を

推進するとともに、稼働率に応じたコスト管理の徹底およびコスト削減を進めてまいりました。なお、今後の出荷動向

は、案件の着工時期や工事進捗の変動等により影響を受ける可能性があり、先行きは不確実な状況にあると認識してお

ります。

また、不動産賃貸事業につきましては、安定した業績で推移しております。

セグメント毎の業績は次のとおりであります。

①基礎事業

基礎事業の主力事業でありますコンクリートパイル部門の全国需要につきましては、前年同期とほぼ同量で推

移いたしました。当社の主力商圏であります関東地方は前年同期を若干上回りましたが、静岡は大幅に減少する

など、コンクリートパイル需要は依然低迷しております。業績のうち売上高につきましては、主力商圏の需要低

迷が影響し、当社グループの出荷量は大幅に減少いたしました。利益につきましても、個別物件の利益率管理を

徹底すると同時に、稼働率に応じたコスト管理および削減を行いましたが、出荷量の減少に伴う減収の影響が大

きく、第３四半期連結会計期間では固定費が吸収しきれなかった結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は

9,424百万円（前年同四半期比15.3％減）、営業利益は701百万円（前年同四半期比5.3％増）となりました。

②不動産賃貸事業

当第３四半期連結累計期間の売上高は、148百万円（前年同四半期比1.8％減）、営業利益は90百万円（前年同

四半期比2.7％減）となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は9,573百万円（前年同四半期比15.1％減）、営業利益は284

百万円（前年同四半期比4.1％減）、経常利益は234百万円（前年同四半期比22.6％減）、親会社株主に帰属する

四半期純損失は93百万円（前年同四半期は162百万円の利益）となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、2,077百万円減少して14,071百万

円となりました。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産が1,365百万円、未成工事支出金が634百万円減少し

たこと等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて、1,885百万円減少して10,066百万円となりました。これは主に短期借入金

が430百万円増加し、支払手形及び買掛金が457百万円、電子記録債務が800百万円、長期借入金が1,369百万円減

少したこと等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて、192百万円減少して4,004百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向を踏まえ、2025年10月１日に公表いたしました2026年２月期通期の業績予想を修正いたしまし

た。詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合がございます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 983,112 1,025,402

受取手形、売掛金及び契約資産 3,059,891 1,694,387

電子記録債権 901,411 622,808

原材料及び貯蔵品 260,176 243,722

未成工事支出金 1,652,746 1,018,304

その他 55,769 166,885

貸倒引当金 - △23,800

流動資産合計 6,913,107 4,747,711

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,725,978 2,348,990

土地 4,800,690 4,800,690

その他（純額） 1,408,267 808,765

有形固定資産合計 7,934,936 7,958,445

無形固定資産 406,445 421,502

投資その他の資産

投資有価証券 334,720 361,042

退職給付に係る資産 21,366 3,806

その他 538,346 932,179

貸倒引当金 - △353,600

投資その他の資産合計 894,432 943,428

固定資産合計 9,235,814 9,323,375

資産合計 16,148,922 14,071,086

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,473,805 1,016,662

電子記録債務 1,529,743 729,292

短期借入金 2,145,393 2,575,537

未払法人税等 76,256 3,563

賞与引当金 - 39,991

工事損失引当金 33,681 -

その他 366,928 526,175

流動負債合計 5,625,809 4,891,222

固定負債

長期借入金 6,092,156 4,723,099

その他 233,288 451,880

固定負債合計 6,325,444 5,174,979

負債合計 11,951,253 10,066,202
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 1,327,278 1,327,278

利益剰余金 2,864,529 2,654,917

自己株式 △107,244 △107,244

株主資本合計 4,184,563 3,974,952

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,104 29,932

その他の包括利益累計額合計 13,104 29,932

純資産合計 4,197,668 4,004,884

負債純資産合計 16,148,922 14,071,086
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年３月１日
至 2024年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年11月30日)

売上高 11,281,441 9,573,249

売上原価 9,426,966 7,809,332

売上総利益 1,854,474 1,763,916

販売費及び一般管理費 1,557,688 1,479,363

営業利益 296,786 284,553

営業外収益

受取利息 734 683

受取配当金 8,957 6,718

受取補償金 22,976 -

その他 14,250 14,130

営業外収益合計 46,918 21,532

営業外費用

支払利息 39,587 67,693

その他 1,208 3,936

営業外費用合計 40,796 71,629

経常利益 302,908 234,455

特別利益

固定資産売却益 16 1,691

補助金収入 - 29,919

特別利益合計 16 31,610

特別損失

固定資産除却損 3,100 3

貸倒引当金繰入額 - 353,600

特別損失合計 3,100 353,603

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

299,824 △87,536

法人税、住民税及び事業税 137,173 5,486

法人税等合計 137,173 5,486

四半期純利益又は四半期純損失（△） 162,651 △93,023

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

162,651 △93,023
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年３月１日
至 2024年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 162,651 △93,023

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 15,788 16,827

その他の包括利益合計 15,788 16,827

四半期包括利益 178,439 △76,196

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 178,439 △76,196
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2024年３月１日 至 2024年11月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

基礎事業
不動産賃貸

事業
計

売上高

(1)外部顧客
への売上
高

11,129,861 151,579 11,281,441 － 11,281,441

(2)セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高

－ 3,395 3,395 △3,395 －

計 11,129,861 154,975 11,284,836 △3,395 11,281,441

セグメント
利益

666,462 93,179 759,641 △462,855 296,786

(注) １ セグメント利益の調整額△462,855千円には、セグメント間取引消去5,976千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△468,831千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

２ セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2025年３月１日 至 2025年11月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

基礎事業
不動産賃貸

事業
計

売上高

(1)外部顧客
への売上
高

9,424,441 148,807 9,573,249 － 9,573,249

(2)セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高

－ 3,395 3,395 △3,395 －

計 9,424,441 152,202 9,576,644 △3,395 9,573,249

セグメント
利益

701,969 90,636 792,606 △508,053 284,553

(注) １ セグメント利益の調整額△508,053千円には、セグメント間取引消去5,976千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△514,029千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

２ セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年11月30日)

減価償却費 338,709千円 379,133千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年1月９日

株式会社トーヨーアサノ

取締役会 御中
芙蓉監査法人

静岡県静岡市

指定社員
公認会計士 鈴木 岳

業務執行社員

指定社員
公認会計士 松尾 真行

業務執行社員

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社トーヨーアサノの2025年３月１日から2026

年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年９月１日から2025年11月30日まで）及び第３四半期

連結累計期間（2025年３月１日から2025年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所及び株式会社

名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されてい

る。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。

これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内

部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財

務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示す

る必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所及び

株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が

適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続

企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事

項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー

報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる

可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成され

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


